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一歩一歩に感謝 

こころの森メッセージ 
家族のように大切な存在 

成功の秘訣 
 どんな偉い人でも最初から
偉い人はいません。 
 経営の神様と言われた松下
幸之助さんは、4 歳の時に家
は破産状態になり、家がなく
なりました。9 歳で小学校を
中退して丁稚奉公をしまし
た。電気ソケットを作って売っ
て、細々と暮らしました。やが
て会社を作り、さまざま電気
製品を世に送り出して、大き
く発展しました。 
 その過程の中で、松下幸之
助さんは、貧乏な生活環境、
病気で苦しんだ日々、学歴
がない境遇など、不平不満
愚痴は一切なく、人を大切に
して、少し少し生活が良くなる
ことに感謝した日々だったと
言われています。 
  
 昨日よりも少しだけ、苦し
かったときよりもちょっとだけ、
具合が良くなったときより少し
よくなった、と小さな小さな変
化を感謝出来るからこそ、世
界の」松下幸之助になったの
だと思います。 
成功の秘訣ですね。 

ハードルは小さく小さく飛ぶ 
目標を決めたらまっしぐらに進む！ 
これは間違いです。 
 
目標を決めたら小さく小さく進む！ 
これが正解です。 
 
大きなビルを建築している姿をよく見かけます。最

初な基礎工事して、枠組みが出来上がって、内装が

施され、やがて完成します。その過程はまさに小さく小

さく、ゆっくりゆっくりです。 
レストランを開店したいと目標をつけるとします。最

初は土地探し、資金集め、建築構想となり、メニューを

決め、スタッフを集め、宣伝方法を考えます。さらに、

資金管理、スタッフ教育、成長戦略、、、、と続きます。 
 
何事も目標を定めたら、とにかく小さく小さく始める

しかありません。いきなり、大きなビルを建てるとか、レ

ストランを開業するとかは無理です。 
別の言い方をすれば、目標を小さく小さくする人し

か成功はしません。 
小さく小さく進むコツとしては、一歩進めば感謝する

ことです。何もないところから、少し進んだと感謝する

のです。一歩一歩が大切に感謝することが出来れば、

みんな大成功者になれます。 
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